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事務事業評価の見直しについて

１ 事務事業評価の現状

 ⑴ 概要 

ア 行政活動の基礎的な部分である業務活動に関する評価を行うこと

によって、業務活動の達成度、効率性等を高めていく取組

イ 市全体の全業務活動について、毎年、目標値に対する実績・実績の

分析、投入したコスト（事業費・人件費）のデータを記載する。

ウ 令和４年度の評価対象の業務活動数は、1,064件。

 ⑵ 課題 

ア 大局的な視点で総合計画に基づく施策の進捗状況が把握できない。

イ 年度単位で評価するため中長期的な視点が持てない。

ウ 評価対象の件数が多く、職員の負担になっている。

エ 長年の運用で評価結果が画一化し、うまく活用されていない。

２ 総合計画の現状

 ⑴ 概要 

ア 市の将来都市像の実現のため、長期的な展望でまちづくりの基本的

な方針を定め、様々な分野にわたる市の事業を総合的に進めて行くた

めの計画

イ 令和３年から令和12年までの10年間における、各行政分野に係る取

組の方向性を分野別指針として設定

ウ 10本の分野別指針に76本の個別計画（資料２）が紐づけられている。

 ⑵ 現状 

ア 計画期間の中間に当たる令和８年４月に見直し（改定）をする。

イ 見直しは、個別計画に基づく目標の達成状況などを分析した上で、

社会環境の変化を加味し、計画の修正を行う。

ウ 今期から総合計画に個別計画を包含する形となっているが、個別計

画の進捗状況を把握するための手段が定まっていない。

資料１
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図１ 体系

図２ 総合計画に基づく体系構成例

施策 事務事業

個別計画名 業務活動名

1 （都市インフラ） 地球温暖化対策実行計画 省エネ家電製品設置費補助

2 （防災・強靭化） 新エネルギーシステム設置等補助

持続可能な循環型の 地球温暖化防止活動支援

都市づくり（環境・農山村） ゼロカーボンシティ推進業務

4 （地域社会） …

5 （保健・医療・福祉） 一般廃棄物処理基本計画 ごみステーション管理

6 （子育て・男女共同参画） リサイクル啓発

7 （教育・文化） 生ごみ減量化促進補助

8 （商業・観光） ごみ焼却施設整備

9 （工業） …

10 （行政・パートナーシップ） 農業振興ビジョン2030 地消地産・消費者交流推進

新規就農支援対策

道の駅藤川宿管理運営

…

… …

政策

総合計画分野別指針
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３ 見直しの方針

 ⑴ 総合計画に紐づく個別計画の実績を把握することにより、総合計画の

進捗状況管理に役立てる。

 ⑵ 従来の事務事業評価の仕組みを活用してデータを収集する。 

４ 見直しの具体的内容

 ⑴ 評価対象業務の削減 

経営資源（ヒト・モノ・カネ）を投入して成果を上げる必要のない業

務は、実績の把握をしないこととする。

 ⑵ 評価範囲の拡大 

個別計画の実績（達成度・事業費・活動内容）を評価対象に含める。

達成度は、数値目標に対する実績によって測定する。

＜変更前＞ ＜変更後＞

代表的な例

法律

条例

各種証明書交付

国政・県政選挙

統計調査

内部

管理

服務・労務管理

給与管理・支給

文書・公印管理
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５ 新評価表のイメージ

資料３のとおり（※内容には架空の部分がある。）

６ 期待される効果

 ⑴ 個別計画の「計画―評価―予算（決算）」の情報が集約・可視化される。 

 ⑵ 施策と事務事業のつながりを認識することができる。 

 ⑶ 中期的期間の実績把握により、大局的な視点で業務活動の方向性につ

いて検討することができるようになる。

 ⑷ 個別計画毎の進捗状況が比較できる。 

７ 業務に対するセルフチェックシート

業務活動について、改善余地、有効性・効率性、リスク管理に関する各

５項目程の質問に１～４の数値を記入する方式。

評価の低い部分の色が濃く表示されるため、課題のある箇所が一目でわ

かるようになっており、業務改善着手のきっかけとすることができる。

３年に１回程度の頻度で実施し、課題を再確認する。


